
 

 

第 50回日本消化器がん検診学会中国四国地方会のご案内 
  

第 50回日本消化器がん検診学会中国四国地方会 

  会長 大黒隆司（高知赤十字病院健康管理センター） 
 

日頃はお世話になっております。この度、第 50回日本消化器がん検診学会中国四国地方会を下記の要領で開催いたします。 

会場にて会員および皆様を心よりお待ちしておりますので、どうぞ多数のご参加をよろしくお願い申し上げます。 

（学会 HPからご確認できます。 https://jsgcs-chushi.jimdofree.com/地方会-研修会/ ） 
 

記 

日     時 ： 2019年 12月 7日（土）・8日（日） 

会     場 ： 高知城ホール 〒780−0850 高知市丸ノ内2-1-10 ＴＥＬ： 088-822-2035 / FAX： 088-822-2037 

参 加 費 ： 3,000円 
 
 

□特別講演１ 「がん検診の基本と消化器がん検診のトピックス」 ※特別講演1、シンポジウム 2は支部医師研修会を兼ねております。 

 演者 ： 渋谷大助 （日本消化器がん検診学会 理事長）  
 

 □特別講演２ 「消化器がん検診の課題とこれからについて」 

演者 ： 吉原正治 （日本消化器がん検診学会中国四国支部 前支部長） 

「医療の進歩、また、疾患スペクトルの変化に対応できる消化器がん検診をめざして」 

 演者 ： 井上和彦 （日本消化器がん検診学会中国四国支部 支部長） 
 

 □教育講演（超音波研修会） 「健診や一般診療で遭遇する膵疾患」 

 演者 ： 耕﨑拓大 （高知大学医学部消化器内科） 
 
 □シンポジウム１ （一部指定）「日本消化器がん検診学会中国四国支部 50年の歩み」 

日本消化器がん検診学会中国四国支部は、本年で設立50周年を迎えました。その間、各県会員はその地域の消化器がん検診 

において中心的な役割を果たしてきました。そこで、各県で中心的な役割を担ってきた先生方から、学問的な内容だけでなく活動の 

歴史など様々な内容をお話しいただきたいと思います。支部会員が各県の歩みを知ることは、新時代の本学会支部の発展に寄与 

すると考えます。 
 

 □シンポジウム２ （公募）「新しい時代の消化器がん検診」 
本邦の消化器がん検診は胃がん・大腸がん検診を中心に先人の努力で発展を遂げ、近年の胃がん死亡率の低下などに貢献して 

おります。しかし、現在においても消化器がんに罹患する人は多く、治療後に生活の質が低下することも少なくありません。また、大 

腸がんや膵がんの死亡率は増加傾向です。少子高齢化が急速に進行している現在の医療においては、健康寿命を延ばしていくこ 

とが課題となります。消化器がん検診においても、死亡率低下のみならず健康寿命の延伸に貢献することが求められます。 

そこで、新しい時代における消化器がん検診について、現状の分析から見えてくる課題や新しい知見に基づいた検診についての 

提案などを検討していきたいと思います。会員の皆様からの幅広い発表を期待しております。 
 

 □ランチョンセミナー 「早期癌を見逃さない上部消化管内視鏡のコツ」  

演者 ： 貝瀬満先生（日本医科大学消化器内科特任教授） 
 

 □特別講演３ 「医療の進歩、また、疾患スペクトルの変化に対応できる消化器がん検診をめざして」 

演者 ： 中島寛隆先生（早期胃癌検診協会理事） 
 
 □胃症例検討会（放射線技師会） 

 
※本年度は支部会員に対するパンフレット（プログラム抄録集）の事前送付は行いません。パンフレットはPDFファイルで閲覧可能です。 

  また、学会当日はパンフレットを受付にて無料配布いたします。 

 

〈発表形式〉発表時間は下記のとおりです。時間厳守にご協力ください。 

一般演題 ： 発表 5分・質疑応答2分 / シンポジウム 1 ： 発表8分･質疑応答なし / シンポジウム 2 ： 発表7分･質疑応答2分 討論13分 

 

学会事務局 高知赤十字病院健康管理センター 山本晃也   
  〒780-0026高知市秦南町１丁目 4-63-11  
 ＴＥＬ： 088-822-1201 FAX： 088-871-3615 E-mail： kenshincc@krchp.jp 
 

運営事務局 イブニング・グロー 豊永あき 
 〒780-0912高知市八反町 1-15-15   
 TEL： 088-824-2715 FAX： 088-824-9244  E-mail： aki@e-g.co.jp 


